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【内容要旨】 

 

 本研究の目的は、血清コリンエステラーゼ (ChE) 値が地域住民の全死因死亡の独立予測

因子となるか、ChE 値に関連する食生活習慣・食事内容は何かを明らかにすることであ

る。 

 分析は Takahata Studyと Yamagata Studyのデータを用いた。対象者数は各々高畠町民

3,504人、山形県民 15,657人である。 

 Takahata Studyにて、血清アルブミン (Alb) 値と ChE 値は単変量相関解析により正の相

関を示した。対象者は Alb 値と ChE値に基づき 3群 (低値群、中間値群、高値群) に分類

した。ChE低値群は Kaplan-Meyerの生存曲線と Cox 比例ハザードモデルにより中間値群

よりも全死因死亡率や全死因死亡のハザード比が有意に高かった。ChE値は地域住民の全

死因死亡の独立予測因子であると明らかになった。この結果は Yamagata Studyで同様に分

析しても再現性を認めた。Yamagata Studyにて、ChE 値が低下しない食生活習慣・食事内

容はロジスティック回帰モデルにより、「甘味を控える」「月 1-3回以上夕食にそばを食べ

る」「週 3-4回以上果物 (みかん以外) を食べる」「週 3-4杯以上緑茶を飲む」であった。 




